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“見えない”格差・困窮・貧困と日本経済を考える−働き、学び、育て、暮らす現場の視点から－

　皆さま、たいへんお疲れ様でした。今年
のシンポジウムはいくつもの事実につい
て、いくつもの視角や立場からご報告をい
ただきました。そのため、とても情報量の
多いシンポジウムになったかと思います。
　皆さまは現場で活躍なさっていますの
で、ご存じのこともあれば、これまでご存
じでなかったこともあろうかと思います。
今回、現場の事実や周りの暮らしの実態を
たくさん知っていただく機会にできたこと
は、企画を考える運営委員としても非常に
よかったと考えております。
　というのも、現場の実態やいまの自分の
隣の暮らしは見えているかもしれません
が、少しでもズレると見えにくくなるとい
うのが現状だと思うからです。われわれ大
学教員も、とても小ぎれいに身なりを整え
た学生たちと日々会っていますが、いざゼ
ミが終わった後に「ごはんに行きましょう
か」とか「打ち上げをしましょう」という
話しになると、みんなの前では特に何も言
わないのですが、後で「先生、じつはお金
がなくて行けないんです」と言ってくる学
生がいるのが実態です。
　まだ信頼があるからそう言ってもらえる
のであって、そういうことを言えない学生
も大勢いるのだろうと思います。その意味
では、実は私も目の前にいる学生たちの暮
らしぶりが見えていないのかもしれませ
ん。したがって、くらしを考えるときに
は、自分たちの目の前の現実だけでなく、
見えていない部分や、あるいは最初のお話
にあったように、「見たくない」というか、

見えないふりをしているような実態に意識
を向けていく必要があるだろうと思ってい
ます。
　そういった機会のひとつ、あるいは「そ
ういうことも大事かもしれない」と考えて
いただくきっかけとして、本日のシンポジ
ウムが皆さまの中で位置づいていれば幸い
です。また、そうしたなかで、どのように
生協や協同組合が向き合っていけばいいの
かということについてのヒントも今日はい
ろいろとお話をいただけたかと思います。
　キーワードとしては、現場で知っても
らったり、知ろうとすることだったり、最
後に松尾先生もおっしゃっていましたが
「地域」というキーワードであったかと思
います。また、協同組合の枠をどう越えて
いくのかということもご提案いただきまし
た。全体として何か一つの解が見つかった
わけではないと思いますが、ぜひ今後の各
単協や連合会、もしくはそれぞれの現場に
おいて、自分たちに何ができるのか、どん
なことをしていけばいいのかということを
深めていただけたらと思います。
　ご報告者の皆さまには非常に前向きなご
報告をいただいておりますので、テーマは
重苦しいものでしたが、前向きに頑張ろう
という元気もいただけたかと思います。ぜ
ひ、そうした部分もお持ち帰りいただけれ
ば幸いです。
　以上、本シンポジウムのまとめとさせて
いただきます。ありがとうございました。
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